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特別損失及び営業外費用の計上並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

当社は、2020 年３月期（2019 年４月～2020 年３月）の決算におきまして、下記のとおり特別損

失及び営業外費用の計上を行う見込みとなりましたのでお知らせいたします。 

また、これに伴い 2019 年 11 月１日に公表いたしました 2020 年３月期通期の連結業績予想及び

2020 年３月期通期の個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．特別損失の計上 

（１）固定資産の減損損失（連結）の計上について 

当連結会計期間において減損の要否の判定を行い、連結子会社である Royal Dutch Printing Ink 

Factories Van Son B.V.の今後の事業計画を見直した結果、同社に関わる有形固定資産、のれん、

無形固定資産（その他）について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として 820 百万

円を特別損失に計上することといたしました。 

 

（２）関係会社株式評価損（個別）の計上について 

Royal Dutch Printing Ink Factories Van Son B.V.の今後の事業計画を見直した結果、関係会

社株式評価損 510 百万円を個別決算において特別損失に計上することといたしました。 

なお、当該関係会社株式評価損は連結上消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

２．営業外費用の計上 

貸倒引当金繰入額（個別）の計上について 

前項の背景を踏まえRoyal Dutch Printing Ink Factories Van Son B.V.及びその子会社であるVan 

Son Holland Ink Corporation of Americaへの貸付金に対して、貸倒引当金1,626百万円を計上する

ことといたしました。 

なお、当該貸倒引当金繰入額は連結上消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

  



３. 業績予想の修正について 

2020 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 49,250 860 1,470 1,000 42.54

今回修正予想(Ｂ) 48,210 500 1,260 100 4.25

増減額(Ｂ－Ａ) △1,040 △360 △210 △900 

増減率(％) △2.1 △41.9 △14.3 △90.0 

(ご参考) 前期実績 
49,638 368 1,095 627 26.71

（2019 年３月期） 

 

修正の理由 

 通期の連結業績につきましては、売上高は、紙媒体のデジタルシフト化による印刷市場の縮小がよ

り一層進み他社との競合が激化したこと、また、利益面では、売上減少による影響及び原材料価格の高

止まりが続いたこと、前項１で記載したとおり固定資産の減損損失 820 百万円の計上を見込んだことに

より、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が予想を下回る見通しとなりま

した。 

 

 

2020 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 40,050 790 1,020 970 41.27

今回修正予想(Ｂ) 38,940 540 △400 △930 △39.57

増減額(Ｂ－Ａ) △1,110 △250 △1,420 △1,900 

増減率(％) △2.8 △31.6 △139.2 △195.9 

(ご参考) 前期実績 
40,989 565 877 642 27.33

（2019 年３月期） 

 

修正の理由 

通期の個別業績につきましては、売上高は、紙媒体のデジタルシフト化による印刷市場の縮小がよ

り一層進み他社との競合が激化したこと、また、利益面では、売上減少による影響及び原材料価格の

高止まりが続いたこと、前項１、２で記載したとおり関係会社株式評価損 510 百万円及び貸倒引当金

繰入額 1,626 百万円の計上を見込んだことにより、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が予想

を下回る見通しとなりました。 

  

※ 本資料における業績予想については、発表日時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 
 

以 上 


